






要約:小児のデス・エデュケーションを検討する基礎資料を得る目的で、東北と関東の小

児科医師 224名に、郵送自計方式により実態調査を実施した。多くの医師が患児の精神面

の対応、痛みのコントロール、専門スタッフの養成などの重要性を認識しているが、十分

に実施できていない状況が窺える。QOL 評価やスタッフの教育・研修は低調であり、病気

の説明、死の表現についても施設間で大きな差異が認められる。対象別、年齢別、病期別

デス・エデュケーション実施指針づくりが急務と考えられる。


